
ふくしま復興再生道路の取り組み 

国道１１４号、国道３４９号、（主）原町川俣線 

１．ふくしま復興再生道路 

・原子力発電所事故により、避難指示が発出された地域周辺について、復興
と避難住民の帰還を加速させるため、８路線を「ふくしま復興再生道路」とし
て位置づけ整備を進めている。 
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・県北管内と浪江町を結ぶ路線。避難者の一時帰宅ルート。 
・川俣町 小綱木地区～山木屋地区の道路改良。 
・小綱木ＢＰ１工区は、平成２５年４月２３日開通。 
 急勾配、急カーブの区間をトンネルで解消。 
・小綱木ＢＰ２工区は、現在施工中。 
・山木屋１，３工区については、測量・設計等を実施中。 

２．国道１１４号の状況 

    「ふくしま復興再生道路」 
①（仮称）小名浜道路 ⑤国道３９９号 
②国道１１４号    ⑥原町川俣線 
③国道２８８号    ⑦小野富岡線 
④国道３４９号    ⑧吉間田滝根線 
 
県北管内では 
国道１１４号、国道３４９号、原町川俣線 
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３．国道３４９号の状況 

・川俣町と飯舘村、南相馬市を結ぶ路線。 
 震災以降交通量が増加。 
・川俣町水境工区及び飯坂工区の道路改良。 
・水境工区は、平成２５年１１月２９日供用開始。 
 急勾配、急カーブ区間をバイパスにより解消。 
 工程調整により降雪の前に供用開始ができた。 
・飯坂工区は、測量・設計等を実施中。 

 

 

 ・いずれの路線についても、震災以降その役割の重要性が高まっているため、車両の通行を確保しながら施工できるような工程管理や 
  設計段階での十分な検討をしていくとともに、一日でも早い供用ができるよう取り組んでいきたい。 

４．（主）原町川俣線の状況 

５．お わ り に 

・阿武隈高地を南北に走る路線。 
・通行が制限されている浜通りの 
 迂回路として交通量が増加。 
・川俣町大綱木工区及び二本松市 
 杉沢工区の道路改良。 
・両工区とも、測量・設計等を実施中。 
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